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北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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信濃の国の４番に「心してゆけ久米路橋」
とも歌われているとおり、橋のすぐ上流
部分が犀川屈指の狭窄部となっており、
昔から大雨のたびに橋が流されたといい
ます。昭和18年、下流に水内ダムが完成
したため、かつての峡谷は「琅鶴湖」に様
変わりし、穏やかな景観となりました。
しかし、狭窄部であることに変わりはな
く、上流でたびたび洪水が起きたため、
現代では左岸に「河川トンネル」を2本掘
削し、恒久的な治水対策がなされていま
す。11月中旬、紅葉が色づくとともに、
雪をまとった鹿島槍ヶ岳の双耳峰がひょ
っこり顔を出していました。

長野市信州新町

久米路橋
く　 め    じ  ばし

ろう かく  こ



◇11月調査による［北信地区の経済状況］
　全産業（不動産業・旅館業除く）の売上高前年同
月比は、増加した企業が28.6％、不変が43.8％、

減少が27.6％となりました。９月調査時に比べる
と増加が2.5㌽減、不変が1.3㌽減、減少が3.8㌽増
となり全体として減少の状況です。

→ → →

月例
調査 前回調査  2024年９月

●売上高〈生産高・施工高〉前年比「増加・不変・減少」割合
矢印は前回調査比
（3ポイント以上の動き）

増加　　　不変　　　減少

全産業の｢売上高｣は減少

改善 不変 悪化

◇2024年９月の長野県鉱工業指数
　（速報：季節調整済指数）
　生産は111.2（前月比＋0.8％）で
２カ月ぶりの上昇、出荷は109.5
（同＋5.4％）で２カ月ぶりの上昇、
在庫は110.3（同▲3.7％）で４カ月
連続の低下となりました。
◇前年同月比（原指数）　 
　生産は111.0（前年同月比▲4.5
％）で２カ月連続の低下、出荷は
109.0（同▲2.0％）で２カ月連続
の低下、在庫は108.2（同▲10.1
％）で10カ月連続の低下となりま
した。

［生産］　上昇…はん用・生産用・業務用機械、電気機械、電子部品・デバイスなど12業種
　　　 低下…情報通信機械、食料品、その他など５業種
［出荷］　上昇…はん用・生産用・業務用機械、化学、電気機械の12業種
　　　  低下…その他、食料品、繊維など５業種
［在庫］　上昇…電子部品・デバイス、金属製品、電気機械など９業種
　　　  低下…はん用・生産用・業務用機械、情報通信機械、食料品など６業種

生産は2カ月ぶりの上昇
前年同月比は２カ月連続の低下
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●長野県鉱工業の生産・出荷・在庫指数（季節調整済）の推移
   （2015年＝100／資料：長野県）
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概　　  況 全 産 業

192社（回収率87.3％）
30人未満
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●機械稼働率と機械稼働状況前月比「上昇・低下」割合の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （％／資料：当金庫）
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製  造  業 食料品、金属加工品、一般機械、電気機械、自動車部品、精密機械

　製造業の生産高前年同月比は、増加した企業が
34.4％、不変が40.6％、減少が25.0％となりました。
９月調査時に比べると増加が6.2㌽減、不変が2.9
㌽増、減少が3.3㌽増となり全体として減少の状況
です。

企業からのコメント
☆2025年以降も半導体製造装置関連はさらに受注増
　の見込み。全国的に人員不足のため、今後、各業
　界から自動省力化機器の引き合いが来そう。 　 　
　　　　　　　　　　　　　　（半導体製造装置）
☆★新米が流通し、入手できるようになったが、昨
　年よりかなり値上がりした。豚肉もかなり値上が
　りした。鶏卵も鳥インフルエンザの影響を受けな
　ければいいなと思っている。　　　　　    （食料品）
☆★受注が減少傾向にあったが、ようやく来年１月
　頃から増加に転じそうだ。  　         （油圧バルブ）
☆新そばの時季を迎えたが、例年より受注が増加傾向
　である。　　 　　　　　　　　　　　  　（そば粉）
☆★国内向けスチール製品は多少の引き合い増。一 
　方、海外向け電子部品は、回復の足取り重い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （電子部品）

｢生産高｣ 全業種で減少し、全体も減少

［業 種 別］　減　少…食料品・金属加工・一般機械
　　　　　　　　　　電気機械・自動車部品・精密機械
［機械稼働］　上昇企業の割合　（19.4％）　→ 20.3％
　　　　　  低下企業の割合　（13.4％）　→ 20.3％
　　　　　  機械稼働状況（前回比）　下降
　　　　　  機 械 稼 働 率   （80.4％）　→ 81.2％
［受注状況］　増加企業の割合　（22.7％）　→ 24.2％   
　　　　　  減少企業の割合　（16.7％）　→ 12.9％
　　　　　  受　　注　　量（前回比）上昇
　　　　　  受　注　残　高（2.3カ月）　→ 2.3カ月 
［受注基調］　上昇企業の割合　（22.1％）　→ 25.0％
　　　　　  下降企業の割合　（16.2％）　→ １7.2％
　　　　　  受　注　基　調（前回比）上昇
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●生産高前年同月比「増加・不変・減少」割合（％）
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●生産高前年同月比「増加・不変・減少」割合の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （％／資料：当金庫）
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●長野県の労働時間の動き〈前年同月比〉
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［業 種 別］　減　少…食料品・金属加工・一般機械
　　　　　　　　　電気機械・自動車部品・精密機械

［機械稼働］　上昇企業の割合　（19％）　→ 20％
　　　　  低下企業の割合　（13％）　→ 20％
　　　　  機械稼働状況（前回比）　下降
　　　　  機 械 稼 働 率   （80％）　→ 81％

［受注状況］　増加企業の割合　（23％）　→ 24％   
　　　　  減少企業の割合　（17％）　→ 13％
　　　　  受 注 量（前回比）横ばい
　　　　  受　注　残　高（2.3カ月）　→ 2.3カ月 

［受注基調］　上昇企業の割合　（22％）　→ 25％
　　　　  下降企業の割合　（16％）　→ １7％
　　　　  （前回比）上昇
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建  設  業 総合建設、土木工事、建築、各種設備

企業からのコメント

★依然変わらず、円安と物価高で住宅は売りにくくな
　っている。政治不安も重なり、現状は、様子見状態
　である。 　　　　　　　　　　　　　
☆受注は予定どおりに安定しており、ここ２～３年
　は利益確保できている。途中の工事の運転資金不
　足が不安である。　　　　　  （以上、総合建設業）

概　　　況

●施工高前年同月比と受注状況の推移
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　建設業の施工高前年同月比は、増加した企業が
22.1％、不変が47.0％、減少が30.9％となりました。
９月調査時に比べると増加が1.3㌽減、不変が0.1
㌽増、減少が1.2㌽増となり全体として横ばいの状
況です。

｢施工高｣ 土木工事が増加するも、全体は横ばい 

［業 種 別］　増　加…土木工事
　　　　　 減　少…総合建設・建築・各種設備
［受注状況］　｢多い・適正」企業の割合 （73.0％） → 70.1％　
　　　　　  ｢少ない」企業の割合  　（27.0％） → 29.9％
　　　　　  受注高月商倍率（3.5カ月） → 3.2カ月

●施工高前年同月比「増加・不変・減少」割合（％）
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☆★弊社の上半期の売上高は、目標・前年同期をいずれ
も上回る予定。下半期は現状では案件不足となっており
、今後の中小案件の引き合いに期待している。　　　　 
（内装仕上）

４～10月の公共工事（東日本建設業保証取扱分）

　長野県の４～10月の発注合計は、1,807.2億円（前
年同期比＋17.4％）となりました。前年比プラスは
「県」の462.9億円（同＋1.3％）、「市町村」の539.9
億円（同＋15.1％）、「その他」の588.1億円（同＋59.0
％）マイナスは「国」の212.0億円（同▲11.3％）でした。
　北信地区市町村の発注合計は161.7億円（同▲6.6
％）で、うち長野市は76.7億円（同▲3.7％）でした。
●建設業保証取扱分から見た長野県と北信地区市町村
　の公共工事の状況（2024年10月/2024年４月～10月累計）
　　　　　　　　　　　　　  （単位＝百万円／資料：東日本建設業保証㈱）

国
県

市 町 村
そのほか
合　　計
市 町 村

（内長野市）

長　

野　

県

北 

信

2024年10月 前年同月比  2024年4月～10月  前年同期比

　   1,992 ＋15.3％ 21,200 ▲11.3％
  4,214   ＋104.4％ 46,296 ＋1.3％
  6,846   ＋8.8％ 53,996  ＋15.1％
      289   ▲19.2％ 58,812  ＋59.0％
  13,340 ＋25.6％ 180,720 ＋17.4％
       2,289 ＋88.1％     16,173   ▲6.6％
       1,269 ＋189.5％     7,670   ▲3.7％

　長野県の４～10月の新設住宅着工戸数は6,777戸
（前年同期比＋0.2％）でした。持家が3,702戸（同▲
3.0％）、貸家が1,931戸（同＋2.7％）、分譲が1,089戸
（同＋8.7％）、給与が55戸（同▲11.3％）です。  
　北信地区の４～10月の新設住宅着工戸数は1,591
戸（同▲16.5％）でした。持家が926戸（同▲10.9％）、
貸家が470戸（同▲18.8％）、分譲が193戸（同▲32.0
％）、給与が２戸（同▲50.0％）です。

４～10月の新設住宅着工戸数 

●長野県と北信地区の新設住宅着工戸数
  （20２4年10月/2024年4月～10月累計） 　　  （資料：長野県）

10月

（内長野市）

前年同月比

（内長野市）

４～10月

前年同期比

持　家 貸　家 分　譲 給　与 合　計

北
信
地
区

長
野
県

10月

前年同月比

４～10月

前年同期比

 457戸 287戸  95戸 27戸 866戸
 ▲1.1％   ＋62.1％  ▲6.9％  ＋1,250.0％ ＋16.6％
 3,702戸  1,931戸   1,089戸 55戸  6,777戸
 ▲3.0％ ＋2.7％ ＋8.7％ ▲11.3％ ＋0.2％
 83戸  32戸 28戸 0戸 143戸
 36戸  31戸  17戸      0戸 84戸

 926戸  470戸 193戸     2戸 1,591戸

▲34.6% ▲52.2% ▲24.3% ▲100.0%  ▲38.4%

▲50.7% ▲36.7% ▲41.4% ▲100.0%  ▲44.7%

▲10.9% ▲18.8% ▲32.0% ▲50.0% ▲16.5%
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卸小売業 卸売業、小売業

サービス業 サービス、輸送、外食、観光、不動産

｢売上高｣ サービス・輸送・外食はともに増加

　卸小売業の売上高前年同月比は、増加した企業
が22.0％、不変が46.3％、減少が31.7％となりまし
た。９月調査時に比べ増加が4.3㌽減、不変が11.6
㌽減、減少が15.9㌽増となり全体としては減少の
状況です。

「売上高｣ 卸売・小売ともに減少

［業 種 別］　減少…卸売業・小売業

企業からのコメント
★夏の猛暑の影響が大きく、商品の出荷が少なかった。
　この秋、小売部門も売上げが激減している。  （花鉢）
☆★OTC（処方箋無しで購入できる一般大衆薬）はほ
　どんどが量販店に行くので、当方のような個店で
　売上を伸ばすのは困難。最近、インバウンドの来
　店が多いので、少しは売上に貢献している。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （医薬品小売）
★９月、10月と秋は果物が豊作であったため、逆にお
　菓子の動きが鈍く、売上も減少傾向にある。　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　   （和洋菓子小売）
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　サービス業　売上高前年同月比は、増加した企
業が10.0㌽増の50.0％、不変が15.0㌽減の25.0％、
減少が5.0㌽増の25.0％で、全体として増加の状況
です。
　輸送業　売上高前年同月比は、増加した企業が
22.2㌽増の33.3％、不変が横ばいの33.3％、減少が
22.2㌽減の33.3％で、全体として増加の状況です。
タクシーは横ばい、運輸は増加です。
　外食業　売上高前年同月比は、増加した企業が
5.6㌽増の55.6％、不変が5.6㌽減の44.4％、減少が
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　「本調査におけるカスタマーハラスメント（以下、
「カスハラ」という。）の定義」　顧客・取引先等から
の職場環境が害されるレベルの不当要求のこと。
自社側に落ち度がないにもかかわらず金品等を要
求されたり、落ち度があったとしても脅迫や威嚇、
暴行などを用いて非常識かつ不当な要求を受ける
こと。

　10月号で、「カスハラを受けたことがあると答え
た33％の企業の方に、顧客等からの迷惑行為の内
容」を聞きました。
　「暴言・大声での威圧」と「説教のような態度」が
同率のトップで38％、次に「何回も同じ内容を繰
り返す」34％、「謝罪の要求」21％、「金品の要求」

14％、「長時間居座り・長時間電話」13％、「社長や上
司との面会要求」11％、「脅迫・威嚇」10％、「SNS
による誹謗中傷」４％の順となりました。
　従業員規模で比較すると、30人未満は30人以上
より「脅迫・威嚇」が７ポイ

ント高く12％です。30人以上
は30人未満より、「社長や上司との面会要求」が26
ポイ
ント高く30％、「暴言・大声での威圧」が17ポイント高く50
％、「謝罪の要求」が12ポイント高く30％、「説教のよう
な態度」が10ポイント高く45％、「長時間居座り・長時間
電話」が10ポイント高く20％となっています。

　製造業　「説教のような態度」（53％）、「社長や上
司との面会要求」（24％）、「長時間居座り・長時間
電話」（18％）、「SNSによる誹謗中傷」（６％）は４業

種の中で最も高く、他方「謝罪の要求」（18％）は４
業種の中で最も低くなっています。
　建設業　「何回も同じ内容を繰り返す」（48％）、
「謝罪の要求」と「金品の要求」が同率の（24％）は４
業種の中で最も高く、他方「暴言・大声での威圧」
（33％）、「説教のような態度」（19％）、「長時間居座
り・長時間電話」（10％）は４業種の中で最も低くな
っています。
　卸小売業　「暴言・大声での威圧」（53％）は４業種
の中で最も高く、他方「脅迫・威嚇」「金品の要求」
「SNSによる誹謗中傷」（いずれも０％）は４業種の
中で最も低くなっています。
　サービス業　「脅迫・威嚇」（17％）、「SNSによ
る誹謗中傷」（６％）は４業種の中で最も高く、他方
「暴言・大声での威圧」（33％）、「何回も同じ内容を
繰り返す」（22％）、「社長や上司との面会要求」（０
％）は４業種の中で最も低くなっています。

　「貴社ではカスハラ対応策としての『マニュアル』

（これに近いものを含む）を制定しているか」を聞き
ました。
　「自社独自のマニュアルを整備している」（２%）と
「マニュアル等はないが社員教育はしている」（25%）
を合わせた「対応している」は27%、「特に対応は
していない」は68%となりました。
　従業員規模でみると、30人未満は30人以上より
「対応している」が26ポイント低く21％。逆に「特に対応
はしていない」は20ポイント高く72％となっています。
なお、「自社独自のマニュアルを整備している」企
業は、30人以上で６％、30人未満では１%という
結果となりました。

　「対応している」という企業は、サービス業（49
％）、建設業（29％）、製造業（21％）、卸小売業（15
％）の順に高くなっています。特に、「自社独自の
マニュアルを整備している」企業は、サービス業
（８％）、卸小売業（５％）のみで、製造業と建設業
では該当がありませんでした。
◇次号は「2025年の経営の見通し｣を予定

アンケート
「カスタマー
ハラスメント」 ③

2024年９月調査

顧客等からの「迷惑行為の内容」

7

「暴言・大声での威圧｣と｢説教のような態度」が同率でトップ

｢対応している」が約３割 ｢対応なし」が約７割

●顧客等からの「迷惑行為の内容」（％）

カスハラ対応策の「マニュアル制定の有無」
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●創業の経緯をお聞きします…
　私の祖父・香山信治が、足袋製造の技術や衣
料品の販売を丁稚奉公をして習得、1908（明治41）
年、27歳のときに現在の店舗のある場所に足袋、
呉服などを扱う間口一間の小さな店、「香山洋品
店」を創業したのが始まりです。
　２代目の私の父・隆治は、太平洋戦争時に軍部
から軍服を縫う仕事を請け負っていましたが、
終戦で仕事がなくなり、縫製工場の閉鎖を余儀
なくされました。しかし、その軍服製造で培っ
た縫製技術を生かし、洋装の仕立服の受注製造
販売と洋品の小売を行うようになりました。
1951（昭和26年）には香山繊維㈱を設立、会社組
織としました。昭和30年代後半から大手が製造
する既製服が普及すると、洋品の小売に専念す
るようになり、創業時からの社是「良品を扱うこ
とを心がけおしゃれなミセスファッションを扱
うお店」へと発展させました。
●社長になられた経緯をお聞きします…
　私は若い頃、店を継ぐことに抵抗があり、東京
に進学して文科省認可の公益法人である社会教育
団体に勤務。４年が経ったときに母が病弱とな
り、会社を継ぐ決心をしました。東京の衣料品問
屋で１年間修行し、1975（昭和50）年、当社に入
社、常務として勤務する中で昭和58年にシャデ
ィギフトショップを併設しました。販売品目もミ
セスのファッションから次第に総合衣料店へと変
革していきました。また、同60年には近隣に大
型店がなかったので、店舗前の駐車場の一角に
子ども服を専門に扱う「カヤマこども館」を開設
しました。

　1991（平成３）年に父が亡くなり、私が３代目
社長に就任しました。
●業務の概要をお聞きします…
　現在は主にシニア向けの衣料品とギフト販売を
行っています。1996（平成８）年、長女の千子（ち
こ）が入社して経営に関わるようになりました。
その後、長野県内の人々の交流を促進するための
ブログ「ナガブロ」が開設されたのをきっかけに、
千子がそのナガブロでブログを開設して店舗の様
子などを発信するなかで、自社オリジナル商品
の保育園用“お昼寝布団”を紹介しました。  
　初めは手探りでしたが他店の商品と違って、厚
みがあることで長持ちすると評判になり、長野市
周辺では「お昼寝布団ならカヤマ」とまで言われ
るようになりました。その後、千子はネットショ
ップの有効性を認識して大手のネットショップに
出店することになります。平成16年からは、当社
オリジナルのネットショップを開設して販売して
います。
　一方、お店に足を運んでくださるご年配のお客
さまの中には、近くのお店が閉店してしまったな
どの理由により、遠方からお越しになる方が多く
なってきました。その中で、あるとき腰の曲がっ
た方が来店し、「普通のズボンをはくとずり落ち
て背中やお尻が見えてしまい困っている」と相談
を受け、あちこちのメーカーに相談を持ち掛けま
した。すると、腰の曲がった人用の背中が出ない
ズボンを小さなメーカーが開発して特許を取った
との情報を得て、早速、取り寄せて当店で販売す
ると「これなら背中もお尻も出なくてありがたい」
と大いに喜ばれました。全国に困っている人がい
るに違いないと、平成23年、“腰らくパンツ”をネ
ットショップでも取り扱ったところ、全国からた
くさんのご注文をいただきました。同25年から
は、お昼寝布団とは別のシニアファッション専門
のネットショップ「G&B（じぃじ＆ばぁば）」を立
ち上げて販売しています。
　こうして、全国のご年配の方々の困りごとをお

聞きして品ぞろえの充実を図り、最近では、ワイ
シャツのボタンの裏にマジックテープを施して着
やすくした商品を地元のメーカーと共同開発し、
男性シニア向けの商品も充実させています。
●“コロナ禍”での運営に関してお聞きします…
　店舗では来店客の減少で売上が落ちました。し
かし、老人ホームなどに入居している家族に面会
できない方が、全身の下着や衣類をまとめて購入
して施設へ直送するケースが増え、逆にネットシ
ョップの売上は好調でした。その影響が現在でも
定着していてご利用いただいています。
　また、“スマホ”を利用することができる高齢者
が増えてきましたので、スマホ用のサイトも開設
し、順調に売上が伸びています。現在ネット通
販で全国に販路が広がり、ネットが店舗販売の
伸びを上回ってきています。
●今後の方針や夢をお聞きします…
ネットショップで“おしゃれなシニアのファッ

ション通販”というキャッチフレーズを掲げてい

ます。高齢者の困りごとを解決できる優しいショ
ップとして、今後ともメーカーと相談しながら高
齢者が若々しく生活できる機能性の高いおしゃれ
なシニアファッションを共同開発し、全国に提供
していきたいと思います。

シニアファッションの一番手
を目指していきたい！

 店内風景

 外観

袖と胸元のボタンの裏がマジックテープになっているワイシャツ

 当社の人気商品「腰らくパンツ」

●事業の概要
創　業　1908（明治41）年
資本金 1,000万円
代表者 香山　篤美
従業員　10名（男２名・女８名）
業　務 衣料品・ギフト販売
事業所 長野県長野市松代町松代546
U R L　https://www.f-kayama.com　　　
●沿革
1908（明治41）年　香山信治が松代町中木町に足袋、呉服、
　　　　　　　　衣料の店「香山洋品店」を創業
1951（昭和26）年　香山繊維株式会社を設立して、

代表取締役に香山隆治が就任
婦人服仕立ての受注生産と既製服
の小売を開始

1981（昭和56）年　店名をファッションパークカヤマに変更
1991（平成３）年　香山篤美が代表取締役に就任

香山繊維株式会社
代表　香山　篤美さん
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　この図は、明治９年（1876）に作られた「青木嶋
村」の図の主要部分です。この青木島村は、明治８
年（1875）に丹波島村と青木島村が合併した、新た
な青木島村です。現在の長野市青木島町青木島、
青木島、丹波島、三本柳などの地域です。また犀
川の北側の、現在は安茂里地区になっている犀北
団地、伊勢宮３丁目、差出南３丁目などの地域も
含まれています。
明治９年と断定できる理由
  上部に「水内郡安茂里村」がありますが、安茂里
村は明治９年に小市村、久保寺村、小柴見村、平
柴村が合併して発足しました。水内郡が上水内郡

（33）青木島

と下水内郡に分割されたのは明治12年（1879）のこ
とです。したがってこの図は明治９年から明治12
年の間に作られたことが分かります。
　一方、下部には「本郡（更級郡）中氷鉋村」と「本
郡下氷鉋村」があります。この２村は明治９年に
合併して氷鉋村となりましたが、明治13年（1880）
には再び２村に分離しました。以上のことから、
この図は明治９年に作られたと断定することがで
きます。
「河原」という地名
　この図には字名が記されていますが、犀川の北
側には「押切河原」「太子河原」「本上河原」といっ

た字があります。南側にはこ
とに多く、「柳河原」「外河原」
「諏訪河原」「明寒河原」「砂河
原」「鴨河原」「下河原」「前河
原」があります。「砂石原」「砂
田」といった字もあります。
これらはかつて犀川の流路に
なったことのある場所で、犀
川が時代とともに流路を変え
てきた証拠です。
犀川の南方への移動
　犀川の北側にも青木島村の
区域があるのは、かつては犀
川が村の北側を流れていたこ
とを示しています。この図の「水内郡安茂里村」と
「水内郡中御所村」の間から犀川に流れ込んでいる
のは裾花川ですが、この川はかつては長野県庁の
南から東に向かって流れていました。それを現在
の流路に瀬直ししたのは、北信濃を支配していた
松平忠輝の家臣花井吉成、義雄父子だとされてい
ます。これによって裾花川は現在のように丹波島
橋の上流で犀川に合流するようになりましたが、
その結果犀川が南に押されて移動し、現在の流路
になったという説があります。
　図の右上の「水内郡川合新田村」との境に「字カ
ヂノマ」があります。ここには鍛冶沼村がありま
したが、犀川の南下によって廃村になりました。
犀川の北側が安茂里地区へ
　この図に描かれた青木島村は、明治22年（1889）
に大塚村、綱島村と合併して、新たな青木島村を
作りました。この青木島村は、昭和30年（1955）に
稲里村、真島村、小島田村と合併して更北村とな
りました。更北村は昭和41年（1966）10月に長野市
に合併しました。
　長野工業高校は元々長野市岡田町にありました
が、昭和41年３月に現在地に移転しました。現在
の住所は長野市差出南３丁目で安茂里地区の一角
ですが、移転当時の住所は更級郡更北村字青木島
でした。この図の上部の「字狐嶌」（狐島）にあるか
らです。更北村が長野市に合併した後は住所は長
野市青木島となりましたが、昭和40年代の終わり
には犀川の北側が安茂里地区に編入されて、長野
工業高校の住所は長野市安茂里字狐島となりまし

た。現在のように差出南３丁目と表示するように
なったのは、平成４年（1992）のことです。
丹波島宿
　図の左側で、東西の直線道路の両脇に人家が密
集しているのは、北国街道の丹波島宿です。善光
寺宿の１つ手前の宿場として栄えました。始まり
は江戸時代初期の慶長16年（1611）で、犀川の北側
にあった太子村、押切村などの人々をここに移し
て宿場を作ったと伝えられています。「字太子河
原」と「字押切河原」は、そうした村々があった跡
です。丹波島宿が常に犀川の洪水に悩んできたこ
とは、「諏訪河原」「前河原」「下河原」といった字
に取り囲まれていることから分かります。
丹波島の渡しから丹波島橋へ
　丹波島宿を出ると間もなく、丹波島の渡しで犀
川を渡ります。この図では、３つの瀬（川の流れ）
を渡っています。瀬の数は一定しておらず、瀬の
数によって渡し賃が決まっていました。江戸時代
の中期には、１瀬10文、２瀬30文、３瀬39文であ
ったと記録されています。
　この図の作られた明治時代は舟を並べた舟橋で、
明治23年（1890）には木橋が架けられました。その
時代まで丹波島橋は民営で、通行料を徴収してい
ました。それを問題視する世論が高まり、明治30
年（1897）には県営となって無料化されました。鉄
橋となったのは昭和７年（1932）のことです。現在
の丹波島橋が完成したのは、平成５年（1993）のこ
とです。
１月号は「豊野」の予定です。

北信濃 明治時代の風景

丹波島橋北詰に残る常夜灯。ここもかつては青木島だった

「青木嶋村」の図（長野県立歴史館蔵）
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これらはかつて犀川の流路に
なったことのある場所で、犀
川が時代とともに流路を変え
てきた証拠です。
犀川の南方への移動
　犀川の北側にも青木島村の
区域があるのは、かつては犀
川が村の北側を流れていたこ
とを示しています。この図の「水内郡安茂里村」と
「水内郡中御所村」の間から犀川に流れ込んでいる
のは裾花川ですが、この川はかつては長野県庁の
南から東に向かって流れていました。それを現在
の流路に瀬直ししたのは、北信濃を支配していた
松平忠輝の家臣花井吉成、義雄父子だとされてい
ます。これによって裾花川は現在のように丹波島
橋の上流で犀川に合流するようになりましたが、
その結果犀川が南に押されて移動し、現在の流路
になったという説があります。
　図の右上の「水内郡川合新田村」との境に「字カ
ヂノマ」があります。ここには鍛冶沼村がありま
したが、犀川の南下によって廃村になりました。
犀川の北側が安茂里地区へ
　この図に描かれた青木島村は、明治22年（1889）
に大塚村、綱島村と合併して、新たな青木島村を
作りました。この青木島村は、昭和30年（1955）に
稲里村、真島村、小島田村と合併して更北村とな
りました。更北村は昭和41年（1966）10月に長野市
に合併しました。
　長野工業高校は元々長野市岡田町にありました
が、昭和41年３月に現在地に移転しました。現在
の住所は長野市差出南３丁目で安茂里地区の一角
ですが、移転当時の住所は更級郡更北村字青木島
でした。この図の上部の「字狐嶌」（狐島）にあるか
らです。更北村が長野市に合併した後は住所は長
野市青木島となりましたが、昭和40年代の終わり
には犀川の北側が安茂里地区に編入されて、長野
工業高校の住所は長野市安茂里字狐島となりまし

た。現在のように差出南３丁目と表示するように
なったのは、平成４年（1992）のことです。
丹波島宿
　図の左側で、東西の直線道路の両脇に人家が密
集しているのは、北国街道の丹波島宿です。善光
寺宿の１つ手前の宿場として栄えました。始まり
は江戸時代初期の慶長16年（1611）で、犀川の北側
にあった太子村、押切村などの人々をここに移し
て宿場を作ったと伝えられています。「字太子河
原」と「字押切河原」は、そうした村々があった跡
です。丹波島宿が常に犀川の洪水に悩んできたこ
とは、「諏訪河原」「前河原」「下河原」といった字
に取り囲まれていることから分かります。
丹波島の渡しから丹波島橋へ
　丹波島宿を出ると間もなく、丹波島の渡しで犀
川を渡ります。この図では、３つの瀬（川の流れ）
を渡っています。瀬の数は一定しておらず、瀬の
数によって渡し賃が決まっていました。江戸時代
の中期には、１瀬10文、２瀬30文、３瀬39文であ
ったと記録されています。
　この図の作られた明治時代は舟を並べた舟橋で、
明治23年（1890）には木橋が架けられました。その
時代まで丹波島橋は民営で、通行料を徴収してい
ました。それを問題視する世論が高まり、明治30
年（1897）には県営となって無料化されました。鉄
橋となったのは昭和７年（1932）のことです。現在
の丹波島橋が完成したのは、平成５年（1993）のこ
とです。
１月号は「豊野」の予定です。

北信濃 明治時代の風景

丹波島橋北詰に残る常夜灯。ここもかつては青木島だった

「青木嶋村」の図（長野県立歴史館蔵）
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　「今後の投資の考え方」を聞きました。
　全体を見ると、「投資を増やしたい（投
資を始めたい）」38％、「現状維持程度」44
％、「投資を減らしたい（投資をやめた
い）」１％、「現在もこれからも投資をす
るつもりはない」15％でした。
　男女別で見ると、男性は「投資を増やし
たい」42％、「現状維持」39％、「投資を減
らしたい」0.4％、「投資をするつもりはな
い」15％、女性は同様に、31%、51%、２
％、14％となり、男性は「投資を増やし
たい」が女性より11ポイント高くなりました。
　世代別で見ると、10～20代の「投資を増
やしたい」49％、「現状維持」49％、「投資
を減らしたい」０％、「投資をするつもり
はない」１％、同様に30～40代は47％、
44%、０％、７％、50代以上は24％、
41%、３％、28％となり、世代が若いほ
ど投資意欲が高いという結果になりまし
た。　　　　　    〈当金庫・2024年９月調査〉

新NISA ③   生活者

◆今後の「投資の考え方」

「増やしたい」38％ 「現状維持」44％ 「投資はしない」15％
●今後の「投資の考え方」（％）
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1月 ７日 火

  ８日 水

  9日 木

 14日 火

  16日 木

 17日 金

１月 21日 火

  22日 水

  24日 金

  27日 月

  29日 水

  30日 木


